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事業事前評価表（技術協力プロジェクト） 

作成日：平成 20 年 6 月 15 日 

担当部・課：バングラデシュ事務所 

1．案件名：バングラデシュ国チッタゴン上下水道公社無収水削減推進プロジェクト 

(The Project for Advancing NRW reduction Initiative (PANI) of Chittagong WASA) 

2．協力概要 

(1) プロジェクト目標とアウトプットを中心とした概要の記述 

バングラデシュ国（以下「バ」国）最大の商工業都市であるチッタゴン市では、チッタゴン上下水道公

社（Chittagong Water Supply and Sewerage Authority: CWASA）が水道事業運営を行っている。現在同市

では 50%未満に留まっている給水人口を拡大するため、浄水場の新設、拡張ならびにリハビリ計画が進め

られている。他方、無収水率は 30%前後で推移したまま、効果的対策の実施も計画されていない。本プロ

ジェクトでは、漏水や盗水、給水メーターの故障による水道料金の過少請求等を原因とする無収水の削減

にかかる CWASA の能力強化を目的とし、無収水削減対策の計画・立案能力を強化するとともに、パイロッ

トプロジェクトを通じた無収水削減対策技術と同対策活動の実施マネジメント能力の向上を図る。 

 

(2) 協力期間(予定) 

2008 年 9 月～2011 年 8月（3年間） 

 

(3) 協力総額（日本側） 

総額約 2.4 億円 

 

(4) 協力相手先機関 

チッタゴン上下水道公社（CWASA） 

 

(5) 国内協力機関 

厚生労働省 

 

(6) 裨益対象者及び規模、等 

ターゲットグループは、一次的には CWASA 内に設置するプロジェクトチーム（約 40 名）であり、二次的

には無収水対策に関係する全ての CWASA 職員である。 

本プロジェクト終了時には、無収水削減パイロットプロジェクトエリアの住民（サイトはプロジェクト

開始後に選定されるが、5 箇所で約 6 万人程度と見込まれる）が、有効水量の増大により間接的に裨益す

ることが見込まれる。上位目標達成の際には、パイロットプロジェクトエリアを越えたより広い範囲の住

民（対象地域の拡大の程度は CWASA の予算状況によるため人数は現時点では特定不可能）が裨益すること

が想定される。 

 

3．協力の必要性・位置付け 

(1) 現状及び問題点 

「バ」国最大の商工業都市であるチッタゴン市（人口 270 万人）では、水道をはじめとする基礎インフ

ラの整備が都市の拡大に追いついていない。CWASA が実施している同市の水道事業は、人口の約 48％に対

する水供給に留まっている。CWASA は円借款による「カルナフリ浄水場整備事業」および我が国債務削減

相当資金による既存浄水場リハビリ事業を進めている他、2 つの浄水場整備・拡張事業を予定している。

近い将来これら事業による給水量の増加が見込まれる一方で、浄水場以降のポンプ場や配水管網にいたる

送配水システムには、既存送配水管の老朽化、低品質の給水管材の使用や不適切な給水管接続工事を原因

とする漏水、それら漏水防止・対策のための技術および機材の不足、給水管の違法接続や給水メーター故

障等に起因する水道料金の過少請求、といった問題が指摘される。CWASA の無収水率は現在 33％（2007 年

10 月）に上り、自立的で持続的な水道事業運営は行われていない。 

 

 

(2) 相手国政府国家政策上の位置付け 

「バ」国の貧困削減戦略（PRSP）では、安全な水の供給と衛生は「貧困層の人間開発」の中に位置付け

られると共に、8 つの中長期戦略項目の一つである。また、1999 年策定の国家水政策は、水の「供給」に

関する政策として、安全な飲料水の低料金での供給促進、水の浪費・汚染管理にかかる水道公社・地方自
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治体の権限強化などを掲げており、さらに同政策に基づき策定された国家水管理計画（2004 年政府承認）

には、チッタゴンにおける給水源の開発、既存給水システムの改善・拡張計画が含まれている。本件プロ

ジェクトは、CWASA の無収水削減能力の向上を通じ、それら政策・計画が意図するチッタゴン市民への安

全な水の供給量の増大に寄与するものである。 

 

(3) 他国機関の関連事業との整合性 

「バ」国の都市上下水道支援においては、当該分野で協力を実施する主要ドナー間において、その役割

分担による援助効率と開発効果の向上を目的として、2007 年 11 月に、都市上下水道セクター援助枠組み

文書（Partnership Framework for Dhaka/Chittagong Water Supply and Sanitation）が、「バ」国、日

本、世銀、ADB、デンマーク、韓国とで署名された。同文書において、チッタゴン市の上水道分野は、これ

までの我が国の協力実績を踏まえ、日本が中心的役割を担うことで合意されている。具体的には人口の大

部分が存在するカルナフリ川右岸の上水道事業は日本が支援し、同川左岸の上水道事業は韓国、両岸地域

の下水道事業は韓国と世銀、雨水配水は世銀との分担がなされている。 

 

(4) 我が国援助政策との関連、JICA 国別事業実施計画上の位置付け（プログラムにおける位置付け） 

我が国の対「バ」国国別援助計画では、都市における安全かつ継続的な水の供給を含む都市環境の改善

は優先分野の一つに位置付けられる環境分野の支援目標の一つである。JICA 国別事業実施計画では、技術

協力による行政の対応能力強化に重点が置かれ、資金協力による都市インフラ整備と連携してプログラム

化を図り、都市環境分野に対する効果的な支援を目指しており、本件プロジェクトはその方針と一致する

ものである。 

 

4．協力の枠組み 

[主な項目] 

(1) 協力の目標（アウトカム） 

1) 協力終了時の達成目標（プロジェクト目標）と指標・目標値 

[プロジェクト目標] 

CWASA の無収水削減能力が強化される 

[指標] 

• 無収水削減長期計画が作成される 

• （プロジェクトにより編制される）無収水削減アクションチームの機能が CWASA の日常業務に

組み込まれる 

• CWASA の職員がプロジェクトにより移転された漏水探知、給水管接続、管補修の技術を業務に

適用する 

 

2) 協力終了後に達成が期待される目標（上位目標）と指標・目標値 

[上位目標] 

チッタゴン市の無収水率が削減される 

[指標] 

• 2016 年までに無収水率がプロジェクト終了時より削減される 

 

(2) 成果（アウトプット）と活動 

[成果 1] 

無収水削減計画策定能力が強化される 

[活動] 

1-1 無収水削減マネジメントチームを組織する 

1-2 CWASA の現状の無収水削減対策をレビューする 

1-3 暫定無収水削減長期計画を作成する 

1-4 無収水削減実施年次計画を作成する 

1-5 同年次計画のモニタリングを行う 

1-6 パイロットプロジェクトからのフィードバックを基に無収水削減長期計画を作成する 

[指標] 

• 無収水削減長期計画が策定される 

• 無収水削減実施年次計画が毎年策定される 

 

[成果 2] 
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パイロットプロジェクトを通して無収水削減対策技術と実施マネジメント能力が強化される 

[活動] 

2-1 パイロットプロジェクトエリアを選定する 

2-2 作業実施レベルでの無収水削減アクションチームを組織する（主に 2-3～2-9 の活動を行

う）。 

2-3 （GIS を活用して）パイロットプロジェクトエリアの配水管網図を整備する 

2-4 パイロットプロジェクトエリアの分離化工事の実施及び無収水率の測定を含む無収水の現状

を調査する 

2-5 パイロットプロジェクトエリアの無収水削減ワークプラン（漏水探知、管補修、故障メータ

ー交換、不法接続切断）を作成する 

2-6 無収水削減ワークプランに基づき無収水削減活動を実施する 

2-7 CWASA の職員を対象に漏水探知技術、給水管接続、管補修の OJT を行い、給水管接続と管補

修のマニュアルを作成する 

2-8 水の保全と水使用の不法行為削減のための広報活動を行う 

 [指標] 

• アクションチームが設置され、パイロットエリアの無収水削減ワークプランを予定どおり実施

する 

• 漏水探知、給水管接続、管補修のマニュアルが整備される 

• 22 名の CWASA 職員が漏水探知、給水管接続、管補修の研修を受ける 

• パイロットプロジェクト地区にて無収水率が削減される 

 

(3) 投入（インプット） 

1) 日本側（総額約 2.4 億円） 

• 長期専門家（チームリーダー／無収水削減計画） 

• 短期専門家（漏水探知技術、給水管接続技術） 

• 機材供与（漏水探知器、超音波流量計、車輌等） 

• 本邦研修（2年間、各 3名） 

 

2) バングラデシュ国側 

• カウンターパートの配置・人件費 

• 専門家執務スペースおよび必要な家具等 

• パイロットプロジェクトエリアでの分離化工事及び漏水探知後の管補修工事等に必要な費用 

• プロジェクト実施に必要な情報 

• プロジェクト運営管理費 

 

(4) 外部要因（満たされるべき外部条件） 

1) 前提条件 

• CWASA がパイロットプロジェクト活動に必要な予算を確保する 

 

2) 外部条件 

[プロジェクト目標達成のための外部条件]  

• プロジェクトにより研修を受けた CWASA の職員が離職しない 

    [上位目標達成のための外部条件] 

• CWASA が無収水削減活動拡大のための予算を確保する 

• 給水管、サドル、メーターを CWASA が調達し常備する（料金は顧客負担） 

• 大規模な自然災害が起こらない 

 

5．評価 5項目による評価結果 

(1) 妥当性 

本件プロジェクトは以下の観点から妥当性が高いと判断される。 

1) バ国政策との整合性 

2005 年秋完成の「バ」国の貧困削減戦略（PRSP）では、安全な水の供給と衛生は「貧困層の人間開発」

分野に位置付けられると共に、8 つの中長期戦略項目の一つである。また、1999 年策定の国家水政策

は、特に水の「供給」に関する政策として、安全な飲料水の低料金での供給促進、水の浪費・汚染管理

にかかる水道公社・地方自治体の権限強化などを掲げている。さらに、同政策に基づき策定された国家
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水管理計画（2004 年政府承認）には、チッタゴンにおける新たな給水源の開発および既存給水システム

の改善・拡張プログラムが含まれる。本件プロジェクトの目指す CWASA の無収水削減能力の向上は、そ

れら政策・計画が意図するチッタゴン市民への安全な水の供給量の増大に貢献するものである。 

2) 我が国援助政策との整合性 

当該分野においては、我が国の対「バ」国国別援助計画及び JICA 国別事業実施計画の方針（上記 3．

(3)に記載）に基づき、資金協力及び技術協力を効果的に連携させたプログラム化による協力を促進す

る。本プロジェクトでは CWASA の無収水対策に関する組織体制の構築および人材育成に取り組み、先行

する浄水場整備事業（円借款）等と連携することで、給水量増大及び無収水の削減により給水量の向上

を実現し、同市における持続的な上水道事業の実施を目指す。 

 

3) 我が国の比較優位 

現在我が国はエジプト、ヨルダン、ブラジルで無収水削減にかかる技術協力プロジェクトを実施中であ

る他、タイ、インドネシアでは無収水対策の人材育成のため研修により成果を上げており、無収水削減

の支援の経験は豊富である。また、現在日本国内 7 つの JICA センターで自治体の協力を得て無収水対

策関連研修コースも実施しており、内外の事業実績からも当該分野における人材は豊富である。 

 

4) ターゲットグループのニーズ 

CWASA の喫緊の課題は供給水量の増大にあり、その解決手段として浄水場の新設、拡張ならびにリハビ

リ、そして配水管網のリハビリと無収水削減を優先分野としている。浄水場に関しては、既に円借款を

含む資金調達の目途が立っており、技術協力ニーズは無収水削減対策にあることが CWASA 幹部職員との

議論および関連部署職員参加によるワークショップにより確認された。 

 

(2) 有効性 

本件プロジェクトは以下の理由から有効性が認められる。 

1) プロジェクト目標の明確性 

本プロジェクトは、無収水削減にかかる CWASA 職員の能力強化を行うもので、無収水削減対策の計画立

案能力、現場担当職員の技術力、同対策活動の実施マネジメント能力の向上を目的とする。プロジェク

ト目標である「CWASA の無収水削減能力が強化される」は、長期計画の定期的な更新、無収水削減活動

の日常業務化、習得技術の業務適用度の 3つの指標を設置しており、プロジェクト目標は明確である。

 

2) プロジェクト目標とアウトプットの因果関係 

本プロジェクトで強化を目指す CWASA の無収水削減能力の要素として、計画策定能力開発、無収水削減

活動に必要な技術力と実施マネジメントの向上の二つを、アウトプットに設定している。アウトプット

では、パイロットプロジェクトを通じた組織機能・体制の強化と技術習得を行い、プロジェクト目標で

はパイロットプロジェクトで試行した無収水削減活動を継続、拡大していくための基礎の構築を目指す

本プロジェクトのアプローチは、論理的かつ明確である。 

 

(3) 効率性 

本件プロジェクトは以下の理由から効率的な実施が見込める。 

1) アウトプットの指標の的確性 

本件プロジェクトでは、アウトプット 1（無収水削減計画策定能力の開発の達成度合い）を測る指標と

して、無収水削減の長期計画の策定、年次計画の作成の二つを設定している。暫定長期計画を策定し、

パイロットプロジェクトからのフィードバックを得て長期計画を完成・更新するとともに、長期計画に

基づく年次計画を毎年作成するという計画策定サイクルを経験することで計画立案能力が開発されると

考えられる。 

アウトプット 2（パイロットプロジェクトを通じた無収水削減対策技術と実施マネジメント能力の強

化）については、無収水削減活動実施チームの編制、年次計画に沿った活動の実施、関係技術の習得と

マニュアルの整備、パイロットプロジェクトエリアにおける無収水の削減度合いを指標に設置し、実施

能力の向上を技術とマネジメントの両面から測定するこれら指標はアウトプットの内容を的確に捉えて

いる。 

 

2) 活動内容の効率性 

アウトプット１に関する計画策定およびモニタリング活動と、アウトプット 2 に関するパイロットプロ

ジェクトサイトにおける一連の無収水削減活動とは、PDCA サイクルに則った、相互に関係するものであ

り、その内容・活動量に過不足は無い。 
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また、CWASA 側の資材調達・工事発注手続きに要する時間を考慮に入れ、効率的かつ現実的なパイロッ

トプロジェクトの実施スケジュールを検討し、実施サイト数を 5箇所とした。 
 

3) 投入の規模 

専門家の投入は、無収水削減計画の策定と無収水対策に必要な技術（漏水探知技術、管補修および給水

管接続）に絞っている。特に後者 2 分野に関しては、技術指導の時期に限定した短期専門家とし、投入

を抑えている。 

資機材に関しては、活動の継続・拡大と CWASA のオーナーシップ確保とプロジェクト後の持続性を重視

し、パイロットプロジェクトエリアでの無収水削減対策工事の実施に必要な工事費、資材調達費用は全

て CWASA 負担とすることで合意した。このコストシェアリングにより、日本側の投入は無収水削減活動

に必須な機器に限定される。なお、パイロットプロジェクト実施サイト数については、上述の調達等の

手続き時間に加え、CWASA の投入負担能力も検討した上で決定している。 

 

(4) インパクト  

本プロジェクトによって以下のようなインパクトが期待できる。 

1) 上位目標の発現の見込み 

本プロジェクトにより CWASA の無収水削減活動を実施する基礎が確立し、将来的に同活動が継続・市全

体へ拡大することで、チッタゴン市内 CWASA 水供給地域全域における無収水の削減が見込まれる。

CWASA が活動拡大のために予算確保することが外部条件となるが、円借款によるカルナフリ浄水場整備

事業を始めとする各種浄水場の整備事業によって、給水量・顧客数の増加による CWASA の増収が見込ま

れることから、本条件が満たされる可能性は高いと判断される。 

 

2) 波及効果 

プロジェクト期間中に行う無収水対策工事等のフィールドレベルの活動はパイロットエリアに限られる

が、プロジェクトで強化される無収水対策の総合力を元に、協力期間後も CWASA が活動を継続・拡大す

ることによって、有効水量および CWASA の収益の増大が見込まれる。さらに、水道サービスの向上なら

びに現在水へのアクセスが非常に限られている住民への裨益が期待される。 

 

(5) 自立発展性 

以下のとおり、本件プロジェクトによる効果の持続性の見込みは高い。 

1) 政策・制度面 

現在は選挙管理内閣下にあり、政策の継続性は不透明であるが、2005 年秋完成の PRSP では「安全な水

の供給と衛生」は 8 つの中長期戦略項目の一つとなっていること、また、ミレニアム開発目標（MDGs）

の安全な水へのアクセス向上にかかる「バ」政府の目標値は都市部では 100%（2005 年現在 82%）である

ことから、水供給が引き続き開発優先分野に位置付けられる見込みは高い。また、国家水管理計画

（2004 年政府承認）で予定されたチッタゴン市上水道システムの改善・拡張計画は、予算配分やドナー

との合意形成等が着実に行われていることから、中央政府におけるチッタゴン市水供給分野の優先度は

依然として高いと言える。 

 

2) 組織・財政面 

本件プロジェクトでは、プロジェクト終了後の CWASA の活動継続・拡大の実現性を高めるため、無収水

削減長期計画に沿った業務実施と計画改訂を CWASA の定期的業務としていくこと、プロジェクトの下で

結成される無収水削減アクションチームの機能を CWASA の現在の業務に組み込むことを目指す。さら

に、プロジェクトチームは関係する部課すべてから職員が参加して構成されるなど、プロジェクトの活

動を継続、拡大していくための体制の整備がプロジェクトにより行われる予定である。 

また、無収水削減に関する業務をプロジェクト終了後も継続するためには、CWASA が独自で必要予算を

確保することが重要である。そのため、本プロジェクトにおいては、無収水削減のパイロットプロジェ

クトにおける無収水対策工事実施に必要な工事費、資材調達費用を CWASA 側が負担することとし、プロ

ジェクトに対する CWASA 側のオーナーシップを高めている。ただし、実際の予算確保には、上述のとお

り、現在計画されている各種浄水場整備・拡張による CWASA の収益増加が重要である。 

また、CWASA には現在無収水対策を一元的に所掌する部署が存在せず、複数の部課にそれぞれ関係する

業務が分散している。しかし本プロジェクトでは、活動内容に応じた２つのチーム（無収水対策マネジ

メントチームと同アクションチーム）を編制すること、チームには全ての関連部課から適切な職員を配

置することに加え、チェアマンがプロジェクトヘッド、チーフエンジニアが副プロジェクトヘッドを務

めることを合意しており、組織横断的なプロジェクト実施体制が整えられる予定である。 
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3) 技術面 

本プロジェクトで支援する漏水探知、給水管接続、給配水管の補修等の技術は、協力期間中に CWASA 職

員が習得し、プロジェクト終了後も独力で活用することが十分可能な内容を予定している。加えて、

「バ」国における公務員の経済的安定性、水道関連技術の特殊性を理由に、CWASA 職員の離職は稀であ

ることから、習得した技術が定着する見込みは高い。 

ただし、CWASA 職員の平均年齢が高く、若手の育成が急務である点に留意が必要である。また、送配水

管の補修業務など一定以上の規模の工事は外注されるため、外注先の業務の質管理についても留意が重

要である。これらについては各種マニュアルの整備により、一層の技術定着が見込まれる。 

 

6．貧困・ジェンダー・環境等への配慮 

• CWASA の無収水対策にかかる能力強化が達成されることにより、CWASA の水道サービスを利用してい

る市民が間接的に裨益する。貧困・ジェンダー等の配慮を要する特段の負のインパクトは予測されな

い。 

• プロジェクト期間中に、パイロットプロジェクトエリアの分離化工事、漏水管の補修工事等が行われ

るが、いずれも既存の給配水管が対象で規模も小さく、周辺環境への負の影響はほとんど予見されな

い。 

 

7．過去の類似案件からの教訓の活用 

  

 これまでの CWASA に対する技術協力（長期専門家派遣「上水道経営管理」1999-2002）、開発調査「チッ

タゴン市モハラ浄水場拡張計画調査」1999-2002）を通じて、縦割りで部署間の連携が少なく業務効率が悪

い、業務全般にわたり逐一幹部職員の判断を要し、実務レベルでの主体的かつ自立的な業務が行われてい

ない、トップダウンであるため中間管理職が育成されていない、との課題が指摘されている。本プロジェ

クトでは、組織横断的な無収水削減マネジメントチームと無収水削減アクションチームを編成し、各々の

職務範囲において協調して無収水削減対策に取り組むことで、各職員／部署の主体性向上と他部署との協

働による効率化を目指す。なお、中央政府の承認を必要とする組織体制の変更は想定せず、現体制下での

改善・内部化を目標とし、協働の好事例・実績の蓄積を図ることとする。 

 

8．今後の評価計画 

• 中間評価：プロジェクトの中間地点（2010 年 2 月頃）を目途に実施 

• 終了時評価：プロジェクト終了前 6ヶ月（2011 年 2月頃）を目途に実施 

• 事後評価：プロジェクト終了後 3年を目途に実施 

 
 

 


